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はじめに

このCiscoNetworkPositioningSystem（NPS）の概要では、NPSの動作のしくみについて説明しま
す。

• マニュアルの変更履歴, v ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, v ページ

マニュアルの変更履歴
次の表に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2011年 11月OL-25800-01-J

Cisco CRSルータのサポートが
追加されました。

2011年 12月OL-25800-02

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ
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ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

NPS の概要

Cisco Network Positioning System（NPS）は、仮想クラウドベースのサービスやその他のネット
ワークアプリケーションをネットワークから提供し、管理します。高度なネットワーク機能と

次世代ネットワーク（NGN）内のインテリジェンスを基に構築されており、データセンターのリ
ソースとサービスをさらに集約してマルチテナントのクラウドプロビジョニングを容易にしま

す。 NPSの基本的な役割は、特定のサービスや機能のサポートを要求する問い合わせを受け取
り、それに応答することです。そのようなサービスや機能には、たとえば計算能力、ストレー

ジ容量、ファイアウォールやロードバランサなどのネットワークサービスなどがあります。NPS
は問い合わせに対する応答としてネットワークデバイスのランク付けしたリストを返します。

これにより、要求されたサービスをサポートする仮想データセンターや、ネットワークトラン

スポートを提供するプロバイダーエッジ（PE）ルータを指定できます。
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次の図は標準的な NPSの実装を示します。

図 1：Network Positioning System

以下の項で、NPSの構成について説明します。

• NPSの機能, 2 ページ

• NPSコンポーネントと連携, 4 ページ

NPS の機能
NPSまたはサービス解決（SR）は以下の機能を実行します。

•データセンターエッジデバイスが、自身の集約した機能情報を SRにアドバタイズします。
機能アドバタイズメントは eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）バスを経由し
て送信されます。 SRはこの情報を受け取って保存します。

• SRは、ユーザデバイスの外部 ITサービス管理（ITSM）コンポーネントから仮想データセ
ンターサービスの推薦に関する要求を受け取ります。

• SRはパフォーマンス管理およびプロキシミティサブシステムに対して、受け取った要求を
満たす能力に従って仮想データセンター要素をランク付けするよう要求します。 SRはラン
ク付けされた推奨リストを ITSMエンティティに返します。

◦パフォーマンス管理サブシステムはPEデバイスおよびカスタマーエッジデバイスと連
携して、クラウドユーザの場所からクラウドデータセンターの場所までのパスパフォー

マンスを計算します。
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◦ IGPベースのプロキシミティ機能により、ネットワークの物理トポロジが計算されま
す。ポイントツーポイントトポロジとポイントツーマルチポイントトポロジの両方が

計算されます。

◦ BGPベースのプロキシミティ機能により、カスタマー VPNトポロジと接続性に基づい
てプロキシミティが計算されます。ポイントツーポイントトポロジとポイントツーマ

ルチポイントトポロジの両方が計算されます。

次の図は、NPSを介したアクティビティの基本的な流れを示します。図中のアクティビティの流
れは、データセンターがすでに自身の機能をNGNデータセンターにアドバタイズしており、プロ
キシミティエンジンがすでにネットワークトポロジを学習していることを前提とします。

図 2：NPS のアクティビティの流れ
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パフォーマンス計算とプロキシミティ計算の間に実際の依存関係はありません。計算が実行

されて結果が返される順序は重要ではありません。パフォーマンス計算とプロキシミティ計

算は並行して処理されます。つまり、サービス解決エンジンはパフォーマンスマネージャと

プロキシミティエンジンに要求を送信してから、返信を待ちます。返信が戻ってくる順序は

関係ありません。

（注）

NPS コンポーネントと連携
NPSは以下の内部コンポーネントで構成されています。

•サービス解決エンジン

•パフォーマンスサブシステム

•プロキシミティサブシステム

• NGN機能ディレクトリ

以下の外部コンポーネントが NPSと連携します。

• ITサービス管理（ITSM）

•データセンター機能アドバタイザ

•パフォーマンスデータプロバイダー

•ルーティングピア

•プロビジョニングエージェント

NPSは以下のインターフェイスを通じて外部コンポーネントと連携します。

•サービス解決 API

•機能アドバタイズメント API

•パフォーマンスデータ API

•プラットフォームパフォーマンスアダプタ API
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次の図は、各内部コンポーネントおよび外部コンポーネントがどのように連携するかを示します。

図 3：NPS コンポーネントとインターフェイスの連携

関連トピック

NPSの外部にあるコンポーネント, （17ページ）

NPS外部インターフェイス, （18ページ）

NPS内部コンポーネント, （11ページ）
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第 2 章

ネットワーク内での NPS の配置

サービス解決（SR）は分散システムです。 SRは、その機能が要件に最もよく適合するネット
ワーク内の場所に配置します。通常は、ネットワーク内の各種デバイスでSRの複数のインスタ
ンスを同時に実行します。

• サービス解決の実行, 7 ページ

• 単一 PEでのサービス解決, 7 ページ

• 複数のプロバイダーエッジとデータセンターエッジを含むネットワーク, 9 ページ

サービス解決の実行
SRは通常、データセンターエッジ（DCE）に対向したPEルータで実行されます。ネットワーク
内の複数のルータで実行することが可能です。 Cisco NPSは以下のハードウェアでサポートされ
ています。

• Cisco IOS XE Release 3.5以上を実行している Cisco ASR 1000ルータの Cisco ASR 1000シリー
ズルートプロセッサ 2（ASR1000-RP2）ボード。

• Cisco IOS XR Release 4.2以上を実行している Cisco CRSルータのキャリアグレードサービス
エンジン（CGSE）。

追加プラットフォームのサポートに関する詳細については、『Release Notes for Cisco Network
Positioning System』を参照してください。

単一 PE でのサービス解決
NPSの基本的なシナリオは、サービスプロバイダーが 1つのデータセンター（DC）を持つ場合
です（以降、このデータセンターを「DC1」と呼びます）。 DC1はプロバイダーエッジデバイ
ス PE2を介して NGNに接続します。カスタマー（またはテナント）も 1つのプライベートデー
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タセンターを持っており、そのデータセンターエッジデバイス（C-DCE）がプロバイダーエッ
ジデバイス PE1を介してサービスプロバイダーのネットワークに接続します。

図 4：サービス解決の基本的な配置

Cisco NPSでは、カスタマーエッジデバイスから PE1への接続がすでに確立されていることが前
提となります。サービスプロバイダーは、データセンターエリアに対向する新しいサービスを

設定する必要があります。サービスプロバイダーが管理する ITSMは、DCに近い方に配置しま
す。 ITSMに応答を返すとともに、ネットワーク管理も提供するため、サービス解決（SR）はDC
に対向する PEデバイスで実行する必要があります。ただし、SR機能に関しては、ネットワーク
内の DCに対向する PEデバイスとカスタマーエッジデバイスに対向する PEデバイスのどちら
に SRを配置するかについて制限はありません。また、この図の状況では、すべての PEを 1つの
サービスプロバイダーが管理しています。つまり、PE1と PE2は同じサービスプロバイダーに
属します。

データセンターリソースに関するテナントの要求に応答するため、ITSMはDCに対向するPE（こ
の例では PE2）を介して SRに要求を送信します。 PE2は要求を解決して ITSMに返信します。
SR応答メッセージには、推奨される DC（この例では DC1）が含まれます。 SRはWebサービス
として機能するため、ITSMから SRへの標準的な接続は REST APIを通じて行われます。

SRがネットワークプロキシミティ情報を提供できるようにするため、サービスプロバイダーの
ネットワークで IGPや BGPなどのルーティングプロトコルを実行する必要があります。 PEは 1
つの自律システム（AS）に属することも、複数の ASに属することもできます。各 ASでは ISIS
または OSPFが実行されています。サービスプロバイダーのネットワークに複数の ASが存在す
る場合、SRを機能させるために PEデバイスで eBGPを実行する必要があります。この例では、
PE1と PE2で eBGPを実行できます。

SRが ITSMに結果を提供した後、ITSMは DCドメインにプロビジョニングメッセージを送信し
て要求されたサービスをアクティブにします。
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複数のプロバイダーエッジとデータセンターエッジを含

むネットワーク
標準的なサービスプロバイダーネットワークには複数のデータセンター（DC）があります。次
の図は、DC2と DC3の 2つの DCがあるネットワークを示します。各 DCは、データセンター
エッジ（DCE）デバイスを介してネットワークの PEに接続します。また、テナントも既存のプ
ライベート DCを持ち、この DCが PEデバイス PE1でサービスプロバイダーのネットワークに
接続します。この例では、ITSMはサービス解決（SR）デバイスとして PE3を使用するよう設定
されています。

図 5：NPS を実行する標準的なサービスプロバイダーネットワーク

テナントはDCリソースを要求するとき、その要件を ITSMを介して指定します。 ITSMは要求を
オーケストレートしてPE3のSRに送信し、使用可能なデータセンターをランク付けします。PE1
の SRは、ネットワーク全体に分布したネットワークパフォーマンスデータを収集できます。
データセンター DC2は自身のリソースを PE2の SRを介してネットワークにアドバタイズし、
データセンター DC3は自身のリソースを PE3の SRを介してアドバタイズします。各 PEの SR
は、サービスプロバイダーのデータセンターおよびネットワークリソースの全体像を把握してい

ます。PE3のSRはネットワークの機能情報に基づいてリソースをランク付けし、推奨されるデー
タセンター（この例ではDC2）を ITSMに返信します。続いて ITSMはDCEデバイス PE2にメッ
セージを送信し、仮想データセンターをプロビジョニングします。
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第 3 章

NPS 内部コンポーネント

このモジュールでは、NPSの内部コンポーネントについて説明します。NPSの内部にあるSRサ
ブシステムコンポーネントを次の図に示します。

図 6：Cisco Network Positioning System

以下のコンポーネントが NPSの内部にあります。

• サービス解決エンジン, 12 ページ

Cisco Network Positioning System の概要
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• パフォーマンスサブシステム, 14 ページ

• プロキシミティサブシステム, 15 ページ

• NGN機能ディレクトリ, 16 ページ

サービス解決エンジン
サービス解決エンジン（SRE）はサービス推薦要求を受けて計算能力やストレージ容量などのサー
ビスパラメータを評価し、要件を満たす能力があるデータセンターのリストをカスタマーに返し

ます。返されるリストの並び順は、関連するポリシーとカスタマーが指定した順序付けの設定に

従います。たとえば、サービスの起点と物理データセンター間のネットワークプロキシミティ

や、サービスの起点と物理データセンター間のパフォーマンスメトリックに従って、データセン

ターを推奨される順に並べることができます。

SREは関連するポリシーを提供する外部ポリシーサーバへのインターフェイスを備えており、次
世代ネットワーク（NGN）機能ディレクトリ、パフォーマンスマネージャ（PFM）、プロキシミ
ティエンジン（PXE）などの内部コンポーネントと連携します。ポリシーサーバは、NPSコン
ポーネントが推奨リストを準備する操作を実行するために必要なデータを提供します。

SRE コンポーネントの連携
SREは、以下に示す Network Positioning System（NPS）の各サブシステムコンポーネントと連携
します。

•ユーザインターフェイス/管理サブシステム（UIMS）：NPS全体のすべてのコンポーネント
の集中管理されたユーザインターフェイスおよび管理インターフェイス（たとえば、CLIフ
ロントエンドや XMLベース APIなど）を提供します。

• NGN機能ディレクトリ（NGNCD）：データセンターによってアドバタイズされた機能デー
タを集約し、このデータを使用して、サービス要求の要件を満たす能力があるデータセン

ター候補の初期リストを選択します。

•パフォーマンスサブシステム：ネットワークノード間のパフォーマンスまたは到達可能性
データを取得します。サービス解決の文脈では、これはサービスの起点から物理的なデータ

センターの場所までのパスパフォーマンスと到達可能性の計算に使用されます。

•プロキシミティサブシステム：NGNネットワークの物理または論理ネットワークトポロジ
に基づいてネットワークノード間のプロキシミティを計算します。サービス解決の文脈で

は、これはサービスの起点と物理的なデータセンターの場所との間のネットワーク距離の計

算とランク付けに使用されます。

SREは外部 ITサービス管理（ITSM）とも連携します。エンドユーザは ITSMを使用して、サー
ビス要求を満たす仮想データセンターを推薦するよう SREに要求します。

   Cisco Network Positioning System の概要
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次の図は、SREの内部コンポーネントと、SREが連携する各種コンポーネントを示します。

図 7：SRE コンポーネントの連携

SRE によって使用されるインターフェイス
SREにはいくつかの内部インターフェイスが組み込まれています。

•サービス解決（SR）API：NPSが使用するメインAPI。SREが提供し、ITMS（またはその他
の許可されたアプリケーション）にエクスポートされます。SR_Request()APIをサポートし、
これを通じて特定のサービス要求の要件を満たす能力があるDCの選択リストを提供します。
HTTPSの上にXMLベースのRESTfulAPIとして実装されています。詳細については、『Cisco
Network Positioning System ITSM API Guide』を参照してください。

•内部 SR API：SR APIの内部版。UNIXドメインソケットの上に実装されています。

Cisco Network Positioning System の概要
   OL-25800-01-J 13

NPS 内部コンポーネント
SRE によって使用されるインターフェイス



• SREユーザインターフェイス API：コンフィギュレーションや showコマンドなど、ユーザ
インターフェイスに関連するすべての SRE機能へのアクセスを提供します。

SREは以下のインターフェイスを通じて外部コンポーネントと連携します。

•機能解決API。NGN機能ディレクトリによって提供されます。SREはこのAPIを使用して、
元のサービス要求を満たす能力があるデータセンターを識別します。機能ディレクトリは

サービス要求から要件のリストを受け取り、それらの要件を満たす十分な能力があるデータ

センターのリストを返します。

•パフォーマンスマネージャ API。パフォーマンスマネージャサブシステムによって提供さ
れます。この APIは、ネットワークノード間のパフォーマンスおよび到達可能性データを
取得します。サービス解決の文脈では、これはサービスの起点と物理的なデータセンターの

場所との間のパスパフォーマンスと到達可能性の計算に使用されます。

•プラットフォームパフォーマンスアダプタ API。PFMがプラットフォーム依存機能を呼び
出すために使用します。この APIは直接呼び出しによって実装されています。

•プロキシミティエンジン API。プロキシミティエンジンサブシステムによって提供されま
す。この APIは、NGNネットワークの物理または論理ネットワークトポロジに基づいて
ネットワークノード間のプロキシミティを計算します。サービス解決の文脈では、これは

サービスの起点と物理的なデータセンターの場所との間のネットワーク距離の計算とランク

付けに使用されます。

•プラットフォームプロキシミティアダプタ API。PXAによって提供され、PXEがプラット
フォーム依存機能を呼び出すために使用します。このAPIは直接呼び出しによって実装され
ています。

•ロギングAPI。ソフトウェアコンポーネントはこのAPIを使用して、ロギング情報やトレー
ス情報を生成できます。

パフォーマンスサブシステム
パフォーマンスサブシステムは NPSのコンポーネントです。パフォーマンスサブシステムは、
データセンターのランキングをサービス解決エンジン（SRE）に提示できるように、パフォーマ
ンスデータを評価します。以下のようなパフォーマンスデータが評価されます。

•遅延：一定期間内のエンドツーエンドのパケット遅延

•損失：宛先へのパケット損失に関する統計情報

•到達可能性：到達不能な宛先に送信されたパケットに関する統計情報

パフォーマンスサブシステムは、パフォーマンスルーティング（PfR）を使用してこれらのデー
タを取得します。 SREから受け取った要求を解析し、その要求を満たすデータを PfRから導出し
ます。

パフォーマンスサブシステムはパフォーマンスマネージャ（PFM）とプラットフォームパフォー
マンスアダプタ（PFA）で構成されています。
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PFMはプラットフォームに依存しません。つまり、SREと連携するためのパフォーマンスサブシ
ステムの窓口となります。 PFMはパフォーマンスデータプロバイダーと連携して、ネットワー
クノード間のパフォーマンスおよび到達可能性データを取得します。 PFMはクラウドユーザの
場所からクラウドデータセンターの場所までのパスパフォーマンスと到達可能性を計算します。

PFAはプラットフォームに依存します。 PFAは PFMとパフォーマンスデータプロバイダー
（PDP）間のアダプタです（PDPはパフォーマンスサブシステムの外部にあるプラットフォーム
依存サービス）。プラットフォームパフォーマンスアダプタ（PFA）はプラットフォームに固有
のパフォーマンスデータを収集するプラットフォーム依存コンポーネントで、PFMと PDPはこ
のアダプタを介してやり取りします。

パフォーマンスサブシステムの動作は、データセンターエッジ（DCE）に対向するプロバイダー
エッジ（PE）デバイス上とカスタマーエッジ（CE）に対向する PEデバイス上で若干異なりま
す。

DCEに対向する PE上では（DCEに対向するデバイスには PFAまたは PDPは存在しない）、パ
フォーマンスサブシステムは以下の操作を行います。

• SREから要求を受け取る

•対応する CE対向 PEを特定し、その PEから eXtensible Messaging and Presence Protocol
（XMPP）によってパフォーマンスデータを受け取る

•最終的なパフォーマンスデータを SREに送信する

CEに対向するPE上では、パフォーマンスサブシステムはリモートPFMから eXtensibleMessaging
and Presence Protocol（XMPP）によって要求を受け取ります。 CEに対向する PEは、PFAの API
を使用して PDPからデータを取得できます。 PFAは CEに対向する PEのデータをフィルタリン
グして書式設定します。

プロキシミティサブシステム
NPS内で、プロキシミティコンポーネントはデータセンターの選択に使用されます。プロキシミ
ティサブシステムはネットワークプロキシミティの概念を適用し、トポロジとクライアントから

のパス距離に基づいてデータセンターを選択します。CiscoNPSでは、「プロキシミティ」はルー
ティングの近接性を意味します（プロキシミティデータは IS-IS、OSPF、BGPなどの従来のルー
ティングプロトコルから導出されます）。

プロキシミティサブシステムには以下の 2つの部分があります。

•プロキシミティエンジン（PXE）：NGNネットワークの物理または論理ネットワークトポ
ロジに基づいてネットワークノード間のプロキシミティを計算します。

文脈によっては、プロキシミティはネットワークロケーションサービス

（NLS）と呼ばれます。
（注）

PXEは IGP（IS-IS、OSPF）と EGP（BGP）の両方からトポロジとパス情報を収集します。
次に、固定ソース（プロキシミティソースアドレスまたは PSA）からのトポロジ距離の順
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に宛先のリスト（プロキシミティターゲットリストまたは PTL）をランク付けします。ク
ライアントアドレス（PSA）とデータセンター候補のリスト（PTL）はサービス解決エンジ
ンから PXEに送信されます。続いて PXEは、ネットワークプロキシミティによってランク
付けしたリストを SREに返します。 PXEは常に PSAと PTAのペアの間でトポロジ距離の計
算を行います。ここで PTA（プロキシミティターゲットアドレス）とは、PTL内の単一要
素のことです。

PXEは他のどのような形態のプロキシミティにも関係しません。

•プラットフォームプロキシミティアダプタ（PPA）：PPAはプラットフォームに固有のルー
ティングデータを収集するプラットフォーム依存コンポーネントで、PXEとルーティング
ピアはこのアダプタを介してやり取りします。ルーティングピアは IS-IS、OSPF、および
BGPに関する情報を提供します。

NGN 機能ディレクトリ
NGN機能ディレクトリは NPSのもう 1つの重要なコンポーネントです。機能ディレクトリは以
下の操作を行います。

• NGNにアドバタイズされたすべてのデータセンター機能をサブスクライブし、受信する

• NGN内のすべてのリソースおよび機能のリアルタイムのビューをサービス解決エンジンに提
供する

•ドメイン内のすべてのリソースおよび機能の複製されたデータベースを維持することによっ
て、ハイアベイラビリティを確保する

• NGNのリソースおよび機能を表現したものを ITサービス管理（ITSM）などの管理システム
に提供する

•適切なデバッグおよびトラブルシューティングメカニズムを提供する

NGN機能ディレクトリは、データセンターによってアドバタイズされた機能データを集約できる
ように、外部のデータセンター機能アドバタイザと通信します。サービス解決は機能ディレクト

リに収集された情報を使用して、特定のサービス要求の要件を満たす能力があるデータセンター

候補の初期リストを作成します。『Cisco Network Positioning System Capability Directory Messages
Guide』を参照してください。
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第 4 章

NPS 外部コンポーネント

このモジュールでは、NPSを実行するために必要な、システムの外部にあるコンポーネントにつ
いて説明します。

• NPSの外部にあるコンポーネント, 17 ページ

• NPS外部インターフェイス, 18 ページ

NPS の外部にあるコンポーネント
以下のエンティティが各種 NPS内部コンポーネントと連携します。

• ITサービス管理（ITSM）：テナントとサービスプロバイダー間のインターフェイスを提供
する、サービス管理用のサードパーティソフトウェアシステム

•データセンター機能アドバタイザ：特定のデータセンターの集約された機能をアドバタイズ
する、データセンター側のコンポーネント

•パフォーマンスデータプロバイダー：ネットワークノード間のエンドツーエンドのネット
ワークパフォーマンス測定データ（遅延、帯域幅、ジッター、コスト）と到達可能性情報を

提供するエンティティ。このようなエンティティの例としては、ルータが提供するパフォー

マンスルーティング（PfR）や IP SLA機能などがあります。

•ルーティングピア：ネットワークプロキシミティの計算に使用されるルーティング情報の
更新を提供する標準ルーティングプロトコル（IS-IS、OSPF、BGP）のピア

•プロビジョニングエージェント：ネットワークの実際のプロビジョニングを担当するエン
ティティ（たとえば、ASR1K上の Cisco IOS XEや、CRS-1ルータ上の Cisco IOS XRソフト
ウェアなど）
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NPS 外部インターフェイス
NPSは、システムが必要とする外部インターフェイスをいくつか備えています。この文脈でのイ
ンターフェイスという用語は、APIやプロトコルなどを指します。

•機能アドバタイズメント API：DC機能アドバタイザによって提供されます。これにより、
DCによる機能アドバタイズメントのサブスクリプションが可能になります。この APIは
XMPPとその PubSub拡張によって実装されています。

•パフォーマンスデータAPI：パフォーマンスデータプロバイダー（たとえば、PfRや IPSLA
など）によって提供されます。この APIにより、エンドポイント間のパフォーマンス関連
データ（たとえば、到達可能性、遅延、帯域幅、ジッターなど）を取得できます。実際の

APIは、利用されるパフォーマンスデータプロバイダーによって異なります。これらの違
いは、パフォーマンスマネージャ（PFM）に単一の APIを提供するプラットフォームパ
フォーマンスアダプタ（PFA）によって抽象化されます。

•標準ルーティングプロトコル：ISIS、OSPF、およびBGPプロトコルにより、プロキシミティ
エンジン（PXE）がプロキシミティ計算用のルーティングデータを取得するためのルーティ
ング情報が提供されます。

各種コンポーネント間で機能するその他すべての NPS APIはソフトウェアの内部にあります。

   Cisco Network Positioning System の概要
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次の図は、NPSのコンポーネント間で機能する APIを示します。

図 8：NPS コンポーネント API
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